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「災害は忘れたころにやってくる」。平成 7年 1月

の阪神・淡路大震災はまさにそうでした。あれから 5
年が経過した今、大地震での経験や教訓が次第に忘れ

られてきているのではないかといわれています。

また、 1月から 2月は乾燥した日が続き、一年のう

ちで最も火災の発生しやすい時期です。防災に努め、

地域で互いに支え合いながら、災害に強いまちをつく

りましょう 。

一
託
輝
｛
ン
テ
ィ
ア
の
日

6
千
人
を
超
え
る
犠
牲
者
と
市
街
地

の
壊
滅
的
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
阪
神

・
淡
路
大
震
災
。
こ
の
裳
災
に
、
全
国

か
ら
延
べ

140
万
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

駆
け
付
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
救
援
活
動
を

行
い
、
そ
の
活
躍
が
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
、

震
災
の
お
こ
っ
た
1

月
17
日
を
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

日
」
、

15
日
ー
21
日
を
「
防
災
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
週
間
」
と
定
め
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
普
及
や
自
主
防
災
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

8
野
消
防
署
で
も
、
期
間
中
、
自
治

会
や
事
業
所
を
対
象
に
防
災
訓
練
を
実

施
し
た
り
、
「
災
害
時
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
」
の
登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●災害時のボランティア活動の例

避難所での手伝い、炊き出し、救援物資の仕分け・配送、家屋の片付け
手伝い、高齢者など災害弱者の介護や移送、子どもの世話や遊び相手、
被災者への情報提供、被災者の親族等への安否情報提供、仮設住宅への
引っ越し手伝い、夜間防犯バトロール、交通整理など

●このほか特殊技能を生かす活動に、医師や看護婦による医療とその補
助的活動、薬剤師による医薬品物資の仕分け、建築士による建築物の
応急危険度判定、弁護士による法律相談、手話通訳、外国語通訳によ
る情報伝達などがあります

●災害の種類や程度によって活動のメ ニューは異なります。現地のリ ー
ダーに従ってください

●遠くからできるボランティア
【物資を送る】
食料、水、毛布、衣類など、現地の情報を把握して必要な物を送る。送
付は、現地のボランティアセンターや災害対策本部へ
〈注意〉物資を送るときは、箱の前面に品物名と数を記入し、中身は必

ず同一種類の物とする（スムーズな仕分け作業のため）

【義援金を送る】
救援活動や被災者の生活維持には資金が必要です

責
ぃ

日
野
消
防
署

6
5
8
1
.
0
1
1
9
 

▽時▽消•財地想
会 40日火 8 の元定高

、 —●推進事項
場分時活野持商し幡 消高 o文化財を大切にし、火災などの災害から守りましょう

ll ll 動市ち店 ‘不 防幡 o厨房設備、暖房器具、ローソク、線香、香炉等の火気を使用する設
高 1を消出会高動
幡 月行防しに幡尊

演不 備や器具を適切に取扱いましょう

不 26い団訓よ不不
、一 習動 o文化財の周辺は、喫煙等の禁止場所に指定されていますので、喫煙

動 日まが練る動動 尊 ゃたき火はやめましょう

尊 （水）す ー や初尊堂 で O放火されない環境をつくりましょう

午 °斉 ‘期自か 〇災害が発生した時の文化財の搬出や消火などについて、地域の協力
前 放日消衛ら
9 水野火消の

体制づくりをすすめましょう

時 に消‘防出
〇自衛消防訓練を実施したり、消防用設備等を適切に維持管理するな

＼ よ防文隊火 ど、防火管理を徹底しましょう

9 る署化とを

一5
麟
畔
芦
ー

昭
和
2
4
年
1
月
26
日
、
奈
良
県
の
法

隆
寺
金
堂
壁
画
が
焼
損
し
、
大
切
な
文

化
財
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に、

毎
年
1
月
26
日
を
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

と
定
め
、
貴
重
な
歴
史
的
遺
産
と
し
て

の
文
化
財
に
対
す
る
防
火
運
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

文
化
財
の
多
く
は
、
木
や
紙
等
で
造

ら
れ
て
い
る
た
め
、
い
っ
た
ん
火
災
が

発
生
す
る
と
、
と
り
返
し
の
つ
か
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。

大
切
な
文
化
財
を
守
る
た
め
、
文
化

財
の
近
く
で
は
、
喫
煙
や
た
き
火
を
や

め
る
な
ど
、
火
災
を
防
ぐ
環
境
づ
く
り

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

‘̀̀ 
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所
得
税
の
確
定
申
告

▽
申
告
書
が
発
送
さ
れ
る
方
11
①
昨
年
、

所
得
税
の
確
定
申
告
の
結
果
、
納
税
し

た
方
②
昨
年
、
青
色
申
告
を
し
た
方

▽
申
告
相
談
・
受
付
11
出
張
相
談
は
あ

り
ま
せ
ん
。
匝
接
、
日
野
税
務
署
（
宮

399
の
1
)

へ

以
上
▽
問
合
せ
先
11
市
・
都
民
税
の

●市・都民税の申告相談・受付

2月16日（水）～

3月15日（水）

※土躍•日曜日を除く

市役所 1階

101会議室

2月23日（水）～

25日（金）
I 

I>時間＝午前9時～ ll時、午後 1時～ 4時

七生公会堂
※車での来場はこ遠慮を

哺
薗
Eヰ
血
冒
喩
守

”a,声幽霊『祖韮
Iii

申
告
書
を
今
月
下
旬
に
発
送

今
年
も
、
市
・
都
民
税
の
申
告
、
所

申
告
…
市
民
税
課
／
所
得
税
の
確
定
申

得
税
の
確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て

告
…
日
野
税
務
署

(
6
5
8
5
.
5
6
6
l
)

き
ま
し
た
。

そ
れ
に
先
立
ち
、
市
か
ら
は
市
・
都

民
税
の
申
告
書
を
、
税
務
署
か
ら
は
所

得
税
の
確
定
申
告
書
を
、
今
月
下
旬
に

発
送
し
ま
す
。

申
告
は
、

2
月
16
日

g
s
3月
15
日

②
ま
で
に
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

本
紙
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
・
都
民
税
の
申
告

▽
申
告
書
が
発
送
さ
れ
る
方
11
①
昨
年
、

市
・
都
民
税
の
申
告
を
し
た
方
②
昨
年
、

日
野
市
に
転
人
し
た

22
歳
ー

64
歳
の
方

③
同
居
の
方
の
扶
養
親
族
に
な
っ
て
い

な
い
で
、
昨
年
に
市
・
都
民
税
の
申
告

を
し
て
い
な
い

22
歳
ー
64
歳
の
方

マ
甲
告
書
が
届
い
て
も
申
告
を
す
る
必

要
の
な
い
方

11
①
所
得
税
の
確
定
申
告

を
す
る
方
②
勤
務
先
か
ら
市
へ
給
与
支

払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
方
③
同

居
の
方
の
扶
養
親
族
に
な
っ
て
い
る
方

▽
申
告
相
談
・
受
付
11
別
表
の
と
お
り

9ヽ
・

中
告
書
を
自
分
で

作
成
し
ま
せ
ん
か

烹
26
日
に
三
税
共
同
説
明
会

所
得
税
・
事
業
税
・
住
民
税
の
全
般

的
な
説
明
と
、
所
得
税
の
申
告
書
の
書

き
方
を
中
心
と
し
た
説
明
会
で
す
。

▽
日
時

1
1
1
月
26
日
困
午
後
1
時
ー
3

時
30
分

▽
会
場

11
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

▽
持
ち
物
11
電
卓
、
筆
記
用
具

※
申
し
込
み
不
要
、
龍
接
会
場
へ

▽
問
合
せ
先

11
日
野
税
務
署
個
人
課
税

第
1
部
門

(
6
5
8
5
.
5
6
6
1
)

烹
譲
渡
所
得
・
贈
与
税
の
申
告
書
も

「
自
書
作
成
指
導
コ
ー
ナ
ー
」
で

譲
渡
所
得
が
あ
る
方
の
所
得
税
の
確

定
申
告
書
や
贈
与
税
の
申
告
書
に
つ
い

て
も
、
自
分
で
作
成
さ
れ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
確
定
申
告
期
間
中
は
「
自

書
作
成
指
導
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
て
書

き
方
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11
日
野
税
務
署
資
産
課
税

第
1
部
門

(
6
5
8
5
.
5
6
6
1
)

-

1
月
31
日
ま
で
に

一

源
泉
微
収
票
等
の
提
出
を

平
成
11
年
分
の
給
与
所
得
の
源
泉
徴

収
票
等
の
法
定
調
書

（
合
計
表
）
の
提

出
期
限
は
、

1
月
31
日
旧
で
す
。
提
出

期
限
が
近
づ
く
と
窓
口
が
大
変
混
雑
し

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
提
出
は
郵
送
で
も
で
き

ま
す
。

▽
注
意

11
①
法
定
調
書
の

「支
払
い
を

受
け
る
者
」
の
欄
は
、
住
所
・
氏
名
を

確
認
し
、
正
し
く
記
入
を
②
給
与
所
得

・
退
職
所
得
の
源
泉
徴
収
票
及
び
法
定

調
書
合
計
表
は
、
税
務
署
に
提
出
を
③

給
与
支
払
報
告
書
及
び
給
与
支
払
報
告

書
の
総
括
表
は
、
平
成
12
年
1
月
1
日

現
在
の
受
給
者
の
住
所
地
の
市
役
所
に

提
出
を

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▽
問
合
せ
先
11
日
野
税
務
署
資
料
担
当

(
6
5
8
5
.
5
6
6
1
)
 

1
月
31
日
が
申
告
期
限

償
却
資
産
の
申
告

市
内
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
は
、

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
毎
年
1
月
1
日

現
在
所
有
し
て
い
る
償
却
資
産
（
有
形

事
業
用
資
産
）
の
内
容
を
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。
申
告
用
紙
は
昨
年
12
月
上
旬

に
発
送
し
ま
し
た
の
で
、
忘
れ
ず
に
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
は
郵
送
で
も

構
い
ま
せ
ん
。

な
お
、
新
た
に
事
業
を
始
め
た
方
、

以
前
か
ら
事
業
を
営
ん
で
い
て
も
申
告

書
が
届
か
な
い
方
は
、
至
急
ご
連
絡
＜

だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先

11
資
産
税
課
家
屋
償
却
資

産
係

車
い
す
使
用
者
向
け

都
営
住
宅

入
居
者
募
集

し
す
使
用
者
を
対
象

゜
市
内
在
住
の
車

に
、
都
営
住
宅
（
世
帯
向
け
、
単
身
者

向
け
）
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

備設たし慮配こ者用使す＼
 

し車▲
 

▽
募
集
団
地
11
日
野
平
山
四
丁

H
ア
パ

ー
ト
（
南
平
駅
徒
歩
7
分）

▽
募
集
戸
数

11
世
帯
向
け
2
戸
、
単
身

者
向
け
l
戸

▽
募
集
方
法
11
世
帯
向
け
…
ポ
イ
ン
ト

方
式
（
抽
選
を
せ
ず
、
住
宅
に
困
っ
て

い
る
度
合
い
の
高
い
順
に
入
居
者
を
登

録）

／
単
身
者
向
け
・
・
・
抽
選
方
式

▽
申
込
資
格

11
①
成
人
で
市
内
に
在
住

し
て
い
る

(20
歳
未
満
の
既
婚
者
を
含

む
。
単
身
向
け
は
都
内
に
引
き
続
き
3

年
以
上
居
住
し
て
い
る
こ
と
）
②
所
得

が
基
準
内
③
住
宅
に
困
っ
て
い
る
※
こ

の
ほ
か
に
も
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
「
申
込
み
の
し
お
り
」
を
参
照

▽
申
込
み
の
し
お
り
の
配
布

1
1
1
月
17

日
①
S
2
4
日
①
午
前
8
時
30
分
S
午
後

案内図
至日野駅

し

5
時
に
市
役
所
4
階
管
財
課
で
（
土
曜

・
日
曜
日
を
除
く
）

▽
申
込
み
11
所
定
の
申
込
書
を
1
月
24

日
叩
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
郵
送

▽
問
合
せ
先

11
管
財
課
財
産
係

多

図

書

饂

を

闘

館

9
1
.

＇，辺
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

園

書

館

は

移

転

タ
ー
図
書
館
は
、
市

w
 

社
会
教
育
セ
ン

立
病
院
建
設
に
伴
い

1
月
30
日
①
で
閉

館
し
次
の
場
所
に
移
転
。
名
称
を
多
摩

平
図
書
館
と
変
更
し
て
、

2
月
15
日
因

午
前
10
時
か
ら
開
館
し
ま
す
。

▽
開
館
時
間
11
午
前
10
時
ー
午
後
5
時

▽
休
館
H
I
I
毎
週
月
曜
・
土
曜
日
、
国

民
の
祝

H
、
年
末
年
始

▽
所
在
地

11
多
摩
平
7
の
23
の
2

（日

野
市
商
工
会
館
隣
。
案
内
図
参
照
）

▽
電
話
番
号

1
1
5
8
3
.
2
5
6
1

▽
問
合
せ
先
11
中
央
図
書
館
(
6
5
8
1
.

7
3
5
4
)
 

ヽ
蘭
債

1",Jiit心
1
試

，＂L

畠
翠

3
相
品

ia緑

49，
ふ
礼
＃
：
；
ぷ
＇
？

l

日
野
市
農
業
委
員
会
一

1
 

'

挙

に
仄
信
讐
い

任
期
満
了

(
3
月
19
日
）
に
伴
う
日

野
市
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
を
3
月

15
日
因
に
行
い
ま
す
。

▽
選
挙
の
告
示
8
1
1
3
月
8

H
因

▽
選
挙
の
期
日
（
投
票
日
）

1
1
3
月
15

日
水

▽
立
候
補
予
定
者
説
明
会

1
1
1
月
28
日

②
午
後
2
時
か
ら
市
役
所
5
階
505
会
議

室
で

▽
問
合
せ
先

11
日
野
市
選
挙
管
理
委
貝

会
事
務
局

心
配
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
西
暦
2

0
0
0
年
問
題

(
Y
2
k
問
題
）
は
、
市

内
で
は
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
起
き
ず
、

平
穏
な
正
月
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
小
さ
な
ト
ラ
ブ
ル
と
し
て
、
市

立
総
合
病
院
の
薬
局
の
処
方
オ
ー
ダ
リ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
（
患
者
情
報
の
検
索
シ

ス
テ
ム
）
を
テ
ス
ト
し
た
と
こ
ろ
、
年

齢
表
示
に
誤
作
動
が
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
直
ち
に
修
正
し
ま
し
た
の
で
今

後
の
業
務
に
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

た
め
、
市
で
は

12
月
31
日
午
後
5
時
に

と
っ
た
緊
急
配
備
態
勢
を
翌
日
解
除
し

ま
し
た
。

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
せ
ず
、
新

年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
を
所
有
し
て
い
る
企
業
や
事
業
所

等
の
事
前
対
応
が
確
実
で
あ
っ
た
こ
と

統
計
調
在
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

今
月
下
旬
か
ら
次
の
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
統
計
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
資
員
は
身
分
証
明
書
を
携

帯
し
て
い
ま
す
。

竺
工
業
統
計
調
査

製
造
業
を
営
む
事
業
所
を
対
象
に
、

工
業
統
計
調
資
を

1
月
中
旬
か
ら
実
施

し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
工
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
事
を
目
的
に
、
平
成

11
年
12
月
31
日
現
在
の
事
業
所
数
、
従

業
者
数
、
製
造
品
出
荷
等
を
調
べ
る
も

の
で
す
。
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公

共
団
体
の
産
業
振
興
政
策
や
行
政
上
の

基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

▼
2
0
0
0
年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス

農
林
水
産
省
で
は
、
平
成
12
年
2
月

l

H
現
在
で
、
「
2
0
0
0
年
世
界
農

林
業
セ
ン
サ
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。
農

林
業
セ
ン
サ
ス
は
、
我
が
国
の
農
林
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
最
も
基
本
的

な
調
壺
で
す
。

な
お
、
全
国
消
費
実
態
調
査
、
サ
ー

ビ
ス
業
基
本
調
査
は
終
了
し
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

▽
問
合
せ
先
11
企
画
調
整
課
統
計
担
当

に
よ
る
も
の
で
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い

た
市
民
の
方
々
や
関
係
組
織
の
方
々
に

感
謝
し
ま
す
。

今
後
も
Y
2
k
危
険
8
が
あ
り
ま
す

の
で
、
こ
れ
を
機
に
、
も
し
も
の
時
に

備
え
て
普
段
か
ら
「
緊
急
時
用
備
蓄
」

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先

11
防
災
課

(
6
5
8
5
.
l
1

0
0
)
 ・名国

▽
1
6
H
I
I
南
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
要
請

行
動
（
都
庁
）
▽

1
7
H
I
I
市
議
会
本
会

議
（
審
査
報
告
、
議
案
上
程
、
請
願
上

程
）
に
出
席
▽

18
日
11
市
長
会
厚
生
部

会
（
自
治
会
館
）
に
出
席
▽
24
日
11
市

長
会
厚
生
部
会
（
自
治
会
館
）
に
出
席
、

日
野
市
用
水
組
合
連
合
会
懇
談
会
（
八

王
子
市
）
に
挨
拶
▽

2
5
H
I
I
市
長
会

（
自
治
会
館
）
に
出
席
▽

2
8
8
1
1
臨
時

庁
議
、

I
S
O
会
議
、

Y
2
k
対
策
会

議
（
い
ず
れ
も
庁
内
）
に
出
席
▽

30
日

11
消
防
団
歳
末
警
戒
激
励
▽

31
日
1
1
Y

2
k
対
策
本
部
に
待
機

闘、
て
、
こ
れ
ま
で
市
民

ン
つ
く
り
に
つ
＞

参
画
の
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
活
動
を
主

に
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
こ

の
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
と
並
行
し
て

”
こ
っ
こ
っ
“
と
進
め
て
き
て
い
る
事

務
局
の
業
務
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

こ
の
計
画
づ
く
り
の
事
務
局
は
企
画

調
整
課
が
担
当
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

第
3
次
基
本
計
画
に
基
づ
く
各
課
の
事

務
事
業
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
進
行 ▲水道施設の安全を確認する市長

本
紙
11
月
1
5
H
号
に
掲
載
し
た
「
第

六
幼
稚
園
を
第
五
幼
稚
園
に
統
合
」
の

記
述
中
に
、
予
定
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
あ
た
か
も
決
定
し
て
い
る
か
の

よ
う
な
お
知
ら
せ
を
行
い
、
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た
。
お
わ
び
し
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
学
務
課
）

お

わ

び

国
夏
一

とて

市
で
は
環
境
へ
の
負
荷
を
低
減
す
る

シ
ス
テ
ム
を
作
り
、

I
S
o
1
4
0
0

1
の
認
証
取
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
I
S
o
」
と
は
、
「
国
際
標
準
化

機
構
」
の
略
称
で
、
ネ
ジ
や
フ
ィ
ル
ム

感
度
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
工
業
製
品
に

つ
い
て
の
国
際
規
格
を
定
め
て
い
る
機

関
で
す
。

「
I
S
o
1
4
0
0
ー
」
と
は
、

環

境
負
荷
の
減
少
を
目
指
す
こ
と
を
目
的

と
し
た
管
理
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
、

事

業
所
に
お
け
る
環
境
負
荷
を
質
・
量
の

両
面
か
ら
明
確
に
と
ら
え
ら
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
の
認
証
を

得
る
た
め
に
は
、
環
境
管
理
シ
ス
テ
ム

を
常
に
改
善
し
続
け
る
努
力
が
必
要
で

す。
市
内
で
は
こ
の
認
証
を
取
得
し
て
い

る
企
業
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
市
で

も
大
規
模
事
業
者
と
し
て
の
自
覚
を
も

っ
て
、
地
域
の
環
境
負
荷
を
減
ら
す
た

め
さ
ら
な
る
努
力
を
始
め
ま
す
。

今
後
、
認
証
取
得
に
向
け
た
市
の
動

き
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

（
環
境
保
全
課
）

状
況
・
評
価
、
そ
し
て
残
さ
れ
た
課
題

等
を
各
課
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
な

が
ら
、
整
理
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
作
業
を
通
し
て
、
今
後
予
想
さ

れ
る
課
題
、
テ
ー
マ
な
ど
を
明
ら
か
に

し
、
今
後
の
施
策
を
進
め
て
い
く
た
め

に
連
携
が
必
要
と
な
る
組
織
を
具
体
的

に
洗
い
出
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
成
果
を
基
に
、
市
民
提
案
と

の
調
整
が
行
わ
れ
る
の
も
間
近
で
す
。

新
年
を
迎
え
、
ま
た
、
新
鮮
な
気
持

ち
で
今
年
も
頑
張
り
ま
す
。

（
企
画
調
整
課
）

＿ 清流は一人ひとりの思いやり ti , R 
-̀•-.:-`  ＇ ―”―▼  



第 983号 1/15 巌軸編磁濾l血甘
市役所代表電話

TEL.042-585-1 111 

日
i

■離
乳
食
教
室

赤
ち
ゃ
ん
が
ミ
ル
ク
以
外
の
食
品
に

慣
れ
、
食
事
の
習
慣
を
付
け
る
準
備
と

し
て
、
離
乳
食
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

1
1
2
月
3
H
困
午
前
10
時
ー
11

時
30
分

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容

11
離
乳
食
（
初
期
）
の
進
め
方

の
お
話
と
試
食

▽
対
象
11
生
後
4
ー
5
カ
月
児
（
平
成

11
年
9
月
1
日
ー
10
月
31
日
生
ま
れ
）

と
親

▽
定
員
1125
人
（
先
着
順
）

▽
申
込
み
先

11
健
康
課

(
6
5
8
1
.
4
1

■成
人
歯
科
予
防
教
室

「
一
生
自
分
の
歯
で
食
べ
る
」
を
目

標
に
、
歯
科
医
師
に
よ
る
検
診
、
歯
科

衛
生
士
に
よ
る
歯
の
手
入
れ
の
指
導
等

が
あ
る
教
室
で
す
。

▽
H
時
1
1
2
月
22
日
因
午
後
0
時
45
分

ー

3
時

▽
会
場

11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
1135
歳
以
上
の
市
民

▽
申
込
み

1
1
1
月
28
日
②
（
必
着
）
ま

で
に
ハ
ガ
キ
で
。
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
日
野

市
役
所
健
康
課
歯
科
予
防
教
室
係
(
〒

191ー

0
0
1
1
日
野
本
町
ー
の

6
の
2

生
活

・
保
健
セ
ン
タ
ー
内
6581
.
4
1

■個
別
予
防
接
種

忘
れ
ず
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

▼
三
種
混
合

▽
対
象1
1
第
1

期
初
回
接
種
：
•
生
後
3

へ
9
歳
に

寸

な
り
ま
し
だ

小
林
耀
ち
ゃ
ん

（こ
ば
や
し
・
ひ
か

る
。J

平
成
11
年
1
月
1
日
午
後
8
時

29
分
生
ま
れ
。
父

・
光
明
さ
ん
、
母

・
晴
海
さ
ん
。
程
久
保
在
住
）

プ
ラ
シ
で
自
分
の
髪
を
そ
っ
と
お

手
入
れ
す
る
の
が
日
課
に
な
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
姿
を
記
念
に
残
そ
う
と

カ
メ
ラ
を
向
け
る
と
、

嬉
し
く
て
意

初 7 ▽▼̂ ▽..... ＼期週▽種 6 種子
回 歳対日接対麻 l追＼接を力終さ‘月

で力●個別予防接種実施医療機関一覧表

接 6 象本種象し年加 8 種受月了ん初＼
種カ II 脳当 ll ん 6 接週方け未か ／ 回 7
が月 第 炎日 ＾力種の法て満ら第接歳
終未 l -贔は月：間 1I い＾ 1 1種 6
わ 満期 の しの初隔 第な接年期が カ
っへ初 お か間回で 1い種以追終月
て 接回 子
い種接

さ五マに接 3期お当上加わ未

な 当種 ん 6 風
1種回初子日経接つ満
回終接回さ-過種て

い 日： ヵし接了種接んでし：ぃ我
ぉ-3 月ん種後 ／ 種 追‘初な誓
子 で 歳 未 l第 ： 加 7 回い
さ ‘S 日満 年 1 3 接歳接お...__,,

識
し
す
ぎ
て
し
ま
い
、
名
場
面
の
撮

影
に
ひ
と
苦
労
で
す
。
着
て
い
る
ド

レ
ス
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
手
作
り
。

ん
／
第
1
期
追
加
接
種
…
初
回
接
種
終

了
後
約
1
年
経
過
し
、
追
加
接
種
を
受

け
て
い
な
い

7
歳
6
カ
月
未
満

（
接
種

当
日
）
の
お
子
さ
ん

▽
接
種
方
法

11
第
1
期
初
回
接
種
…
1

週
ー
4
週
の
間
隔
で

2
回
接
種
／
第
ー

期
追
加
接
種
…
初
回
接
種
か
ら
約
1
年

経
過
後
に
1
回
接
種

以
上
、
い
ず
れ
も
▽
実
施
期
間

11
ー

年
中

▽
実
施
場
所
11
別
表
の
医
療
機
関

▽
受
付
時
間

11
事
前
に
各
医
療
機
関
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い

▽
注
意
II
①
冊
子

『
予
防
接
種
と
子
ど

も
の
健
康
』
（
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

内
健
康
課
、
七
生
支
所
、
市
役
所
1
階

市
民
相
談
窓
口
で
配
布
）
を
お
読
み
の

う
え
、
ご
来
院
く
だ
さ
い
②
母
子
健
康

手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
③
予
診
票
は

各
医
療
機
関
に
あ
り
ま
す
④
検
温
は
各

医
療
機
関
で
行
い
ま
す

▽
問
合
せ
先

11
健
康
課

(
6
5
8
1
.
4
1

ー

1
)

一
脳
ド
＂
せ
ん
か

脳
出
血
、
脳
こ
う
そ
く
、
ク
モ
膜
下

出
血
な
ど
の
早
期
発
見
の
た
め
に
お
す

す
め
し
ま
す
。

▽
検
査
日

11
毎
週
火
曜
・
木
曜
日

▽
定
員
11
各
2
人
（
予
約
制
）

▽
費
用

1
1
4
万
5
千
円
（
消
費
税
別
）

▽
受
付
日
時

11
毎
日
午
前
8
時
30
分
＼

午
後
4
時
※
土
曜

・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く

▽
会
場
・
申
込
み
先

11
市
立
総
合
病
院

(6581
.
2
6
7
7
)
 

犬
を
飼
っ
て
い
な
い
方
も
参
加
で
き

ま
す
。
人
と
犬
の
よ
り
良
い
関
係
を
築

き
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時

1
1
1
月
21
日
②
午
後
1
時
30
分

か
ら
※
毎
月
第
3
金
曜
日
に
開
催

▽
会
場

11
東
京
都
動
物
保
談
相
談
セ
ン

タ
ー
多
摩
東
支
所
（
石
田
192
の
33)

▽
内
容

11
講
義
と
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン

▽
注
意

11
犬
は
連
れ
て
こ
な
い
で
く
だ

さ
い

▽
申
込
み

11
前
日
に
東
京
都
動
物
保
護

相
談
セ
ン
タ
ー
多
摩
東
支
所

(6581.

7
4
3
5
)

へ

犬のしつけ方敦室（入門編）

医療機関名 r 住 所 ）電 話 日脳 三種 良凶 風しん

あづま医院 多摩平1-8-3 581-0548 

゜゚ ゜゚牛尾医院 平山6-5-13 591-2001 

゜゚ ゜゚内田外科・皮膚科 旭が丘2-3-16 584-1313 

゜゚ ゜゚梅木医院 多摩平6-32-14 581-0477 

゜゚ ゜゚大川産婦人科 多摩平3-14-4 586-1061 

゜゚落川診療所 落川345 591-5216 

゜゚ ゜゚小笹医 院 多摩平6-36-10 581-2204 

゜゚ ゜゚小林医 院 豊田4-34-4 581-0433 

゜゚ ゜゚小松医院 多摩平4-9-1 581-0474 

゜゚ ゜゚佐々木クリニック 多摩平1-8-10 585-2591 

゜゚ ゜゚塩谷医院 日野10カ-33 581-0158 

゜゚ ゜゚柴山内科医院 南平5-1-21 594-3688 

゜゚市立総合病院 多摩平6-1-1 581-2677 

゜゚ ゜゚真貝 小 児科 日野602-2 585-1731 

゜゚ ゜゚須賀小児科 高幡328森久保医療ピル内 593-7888 

゜゚ ゜゚多摩平小児科 多摩平7-6-3 584-6002 

゜゚ ゜゚寺田 医院 落川696-4 591-2852 

゜゚ ゜゚長谷クリニック 多摩平1-6-17 584-6116 

゜゚ ゜゚西島医院 栄町1-3-9 581-2525 

゜゚ ゜゚橋本クリニック 東豊田4-23-10 586-7725 

゜ ゜゚原クリニック 程久保3-18-30 591-6613 

゜゚ ゜゚日野台診 療所 日野台4-26-16 581-6175 

゜゚ ゜゚福岡医 院 南平8-10-27 591-3600 

゜゚ ゜゚福本 小 児科 南平3-20-32 593-1661 

゜゚ ゜゚伏木医 院 旭が丘6-10-8 584-2877 

゜゚ ゜みやもと小児科 百草999百草団地医療センター内 591-1312 

゜゚ ゜゚望 月 医院 多摩平6-31-4 581 ~0504 

゜゚ ゜゚山本クリニック 神明4-24-1 584-5633 

゜゚ ゜゚
1月後期休日診療医

診療時間： 9 : 00----12 : 00 

13 : oo---17 : 00 

c 江渕医院（外肩・内・皮科） 寺田医院（内・児・皮科）
多摩平6-36-l n58 l-0475 落川696-4ff59 l -2852 

日野台三丁目 至

百 眉 日
野 i 神明神社 尺

駅 n-←／虹・
ぎ祖縁

一呈藍負を―-毎一、

ひ
ま
わ
り

東
京
都
保
健
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
で

は
、
次
の
情
報
提
供
を
し
て
い
ま
す
。

＠
保
健
医
療
福
祉
相
談

専
門
相
談
貝
が
こ
た
え
ま
す
。

▽
相
談
時
間

11
平
日
午
前
9
時
S
午
後

8
時

▽
電
話
番
号

1
1
0
3
.
5
2
7
2
.
0
3

0
3
 

＠
医
療
機
関
案
内

医
療
機
関
、
夜
間
休
日
診
療
機
関
等

を
案
内
し
ま
す
。

▽
案
内
時
間

11
24
時
間
対
応

▽
電
話
番
号

1
1
0
3
.
5
2
7
2
.
0
3

0
3
 

▽
聴
覚
障
書
者
専
用
F
A
X
番
号

1103

.
5
2
8
5
.
8
0
8
0
 

＠
外
国
語
に
よ
る
医
療
機
関
案
内

英
語
・
中
国
語

・
ハ
ン
グ
ル
語
・
タ

イ
語

・
ス
ペ
イ
ン
語
で
医
療
機
関
や
医

療
制
度
等
を
案
内
し
ま
す
。

▽
案
内
時
間

11
平
日
午
前
9
時
＼
午
後

8
時

▽
電
話
番
号

1
1
0
3
.
5
2
8
5
.
8
ー

8
1
 

＠
情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー

保
健
医
療
に
関
す
る
図
書

・
雑
誌
の

閲
覧
や
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
情
報
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
利
用
時
間

11
月
曜
S
土
曜
日
午
前
9

時
S
午
後
8
時
／
H
曜
日
午
前
9
時
S

午
後
5
時

▽
電
話
番
号

1103
.
5
2
8
5
.
8
0

1
5
 

‘,‘, 
斗矛児

2
、,
‘
13
 

斗
ー

矛

―

[

呪

591

ll6 

わ
園

ロ
＠
暉
蝉

と

99

も
顧

や

百

烹
一
〗み

4
 

[O岬
74

胃

Q

児

815
 

内

6

，ー
，院

5
医
〗

A
3
摩

W
多

り

至
八
王
子

圭
八
王
子

〇梅木医院（内・児科） 三沢台診療所（内・児科）
多摩平6-32-14 ff58 l -04 77 三沢2-1 2-1 3 ff592-0466 

至
至高幡 京王線

日』
＿丁目

泉塚北

i 

●休日準夜診療所
診療日 1 月 15日 （土） ・ 16日（日） ・ 22日 （土） • 23日（日） • 29日（土） •30日 （日）

診療時間 79 30~22 30 

＇ 診 療科目 内科小児科

日野本町 l-7-2

場 所 生活・保健センター分室
， i 乞 584-1661 

●救急病院 1月後期宿日直予定表

●休日歯科応急診療所
診 療日 1月16日（日）・ 23日（日）． 30日（日）

診療時間
g ・ oo~ 12 oo、13 00~17 00 

（受け付けは午後 4時まで）

場 所
高幡308- l 福祉支援センター内

（日野保健所跡）合・回594-2111

（注）診療科目は変更される場合があります。事前に急患テレホン
センター（日野消防署n58l-Ol19)へ問い合わせを。

-否¥＼＼、日
15 尚 17 18 19 20 21 22 品 24 25 26 27 28 29 

（畠

31 

（土） （月） （火） （水） （木） （金） （土） （月） （火） （水） （木） （金） （土） （月）
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健康でいきいきとしたまちに



第 983号 1/15 第983号 1/15 

「
ひ
の

21
世
紀
み
ら
い
熟
」
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
生
涯
学
習
を
お
手
伝
い

す
る
た
め
に
、
講
師
を
派
遣
・
紹
介
す

る
事
業
で
す
。
講
師
は
市
の
職
員
か
ら

派
遣
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
、
市
内

に
お
勤
め
、
お
住
ま
い
の
方
に
も
講
師

を
お
願
い
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の

生
涯
学
習
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

（
生
涯
学
習
課
）

＿
科
目
】

①
役
所
の
知
識
を
活
か
し
ま
せ
ん
科

S
各
課
の
業
務
を
説
明
す
る
講
座

S

▽
内
容
11
市
職
員
が
市
役
所
の
業
務
を

説
明
（
表
1
参
照
）

▽
時
間
11
午
前

9
時

S
午
後

9
時
の

2

時
間
以
内
（
年
末
年
始
を
除
く
）

※
苦
情
や
陳
情
を
受
け
付
け
る
場
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
政
治
・
宗
教
・
営
利
を

目
的
と
し
た
団
体
は
ご
遠
慮
を

②
あ
な
た
の
お
役
に
た
ち
ま
し
ょ
う
科

＼
職
員
の
特
技
を
活
か
す
講
座

S

▽
内
容
11
市
職
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

お
手
伝
い
（
表
2
参
照
）

▽
時
間
11
市
職
員
の
勤
務
時
間
外

【
申
し
込
み
】

▽
対
象
11
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
す

る
10
人
以
上
の
団
体

(15
歳
以
上
の
方

が
代
表
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

ひe学習を

21置鱚
みらい塾
～講繭を派遣・紹介します～

●事纂のシステム

巾内在住・

在勤・在学

10人以上の団体

生涯学習課

公共施設
学校

自宅等

H時・内容等

を調整

団体へ連絡

●役所の知識を活かしません科 （表 l)

番号講座萄 佗，9 江

＊ 

•'.. 岱・.滋_:,;.‘_~ ［知

l 市民課窓口の仕事
-

2 公金の管理について

3 身近な市民税の話

4 固定資産税の歴史的意義とその体系

5 市税の口座振替について

6 生活保護のしくみ

7 ひとり親家庭の支援について

8 日野の高齢者福祉， 日野市の障害者福祉制度

10 介護保険制度とは？

11 日野市の保育概要

12 日野市の児童館・学童保育の概要

13 児童手当と乳幼児医療費助成事業について

14 子育て講座（食事・病気と予防）

15 子育て講座（一人っ子・きょうだい）

16 子育て講座（ことば）

17 子育て講座（手作りおもちゃと遊び）

18 子育て講座（絵本について）

19 子育て講座（トイレトレーニング）

20 国民年金制度について

21 安心して暮らすために（国民健康保険のしくみ）

22 青少年の健全育成のために

23 生活・保健センター、東部会館利用法

24 豊かな余暇活動に向けて

25 保養施設の利用法

26 市民ギャラリーの利用法

27 消費生活相談室出前講座

28 消費生活係・業務のこ案内

29 高齢者とくすり

30 介護における緑茶の活用

31 市役所で健康・医療の相談できますか？

32 市役所で食事・栄養の相談できますか？

33 市役所で歯の相談できますか？

34 超かんたん、幼児のための手作りおやつ作り

35 歯は全身の健康をつかさどる

36 家庭看護講習会

37 思春期の性について

38 私も知りたい！ ！更年期って何かしら？

rvû ‘‘っ
▲古代のガラス玉を作ろう

（あなたのお役にたちましょう科）

市民の皆さんにも、ひの21世紀

みらい熟の講師として活躍してい

ただくための説明会を次のとおり

行います。すでに申し込みいただ

いている方だけでなく、新たな申

し込みも歓迎します。

▽日時111月25日因午後7時から

▽会場11市役所5階505会議室

※この「ひの21世紀みらい塾」は、

購師として指甜ができる特技や技

能・知識を有する方に登録してい

ただき、学びたい市民グループの

ところへ派遣する制度で、3月開

始の予定です。詳しくは、生涯学

習課へお問い合わせください

番号 講座名 ,, 
39 婚前・新婚学級

40 段丘崖（がい）の自然観察

41 ツリー・ウオッチング

42 水の郷日野

43 キャッチ魚・ウオッチ水

44 湧水（ゆうすい）ウォッチング

45 水生生物調査

46 身近な環境問題

47 日野のまちづくりについて

48 区画整理 HowTo

49 あなたの家は安全ですか（我が家の耐展診断）

50 放置自転車問題講座

51 日野のこみ・多摩のこみ

52 みんなの水道

53 日野市の下水道の現状と今後のあり方

54 地元野菜を利用する日野市の学校給食

55 防災対策について

56 やさしい選挙のしくみ

57 議会のしくみ

58 日野市の財政

59 広報紙の作り方

60 市の広聴と市民相談について

61 女性センターの利用方法について

62 日野市の行財政改革について

63 日野市の学校給食

64 地域にねざした教育

65 学校はどう変わるか

66 日野市立教職員研究室の役割

67 余裕教室の活用について

68 生涯学習のすすめ

69 社会教育の事業あれこれ

70 青少年委員の活動って何？

71 いま、家庭教育を見直そう

72 体験学習・昔の人のくらしを知ろう

73 発掘から何がわかるか？

74 出前いっちょう（文化財）

75 スポーツの振興施策について

76 公民館の上手な利用法

力 図書館の利用法

2
5
8
に

市
民
講
師
の
方
へ
説
明
会

講
師
の
派
遣
や
紹
介
を
依
頼
す
る
た
め

に
一
時
的
に
組
織
さ
れ
た
団
体
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
）

▽
派
遣
・
紹
介
場
所

11
市
内
に
限
り
ま

す
（
会
場
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
）

▽
費
用
11
無
料
（
材
料
費
な
ど
は
実
費
）

▽
申
込
み

11
原
則
と
し
て
、
講
座
を
開

催
し
よ
う
と
す
る
日
の

2
週
間
前
ま
で

に
生
涯
学
習
課
に
連
絡
を

※
依
頼
日
に
よ
っ
て
は
派
遣
・
紹
介
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

番号講座名

78市内見学会

79 ふるさと博物館展示解説

80学習会での講師（地域の歴史・自然）

●あなたのお役にたちましょう科 （表2)

番号 講座名 ヽゞ• 少巡・ ¥9 
・ゞ ― 

l これからのまちづくり（市民参画型）

2 手話初級

3 ホロコースト（民族絶滅）と現代

4 鎌倉史跡散歩

5 子どもの心親知らす（乳幼児編）

6 子どもの心親知らす（小中学生編）

7 初心者のための将棋教室

8 科学工作教室， 縄文土器を作ってみよう
ト一・

10 古代のガラス玉（トンボ玉）を作ろう

11 親子で楽しいレクリエーション

12 チャレンジ！マジック

13 手作り楽器で遊ぽう

14 ポピュラー音楽ギター講座

15 筆を弾こうよ

16 初心者ピアノ教室

17 Jazzの楽しみ方

18 音楽理論異方面からの再考

19 音痴矯正講座

20 みんなで踊ろうエイサー

21 初心者向けのフオークダンス

22 着付け

23 モーターツーリング・アソシエイション

24 ゆっくり走ろう！

25 剣道

26 初心者ソフトボール教室

27 だれでもできるバレーボール

28 初心者サッカー教室

29 ゴルフの楽しみ方

30 初心者水泳教室

31 ヘルシー登山教室

32 ターゲットバードゴルフ

日
野
山
荘
・
大
成
荘

3
月
の
休
館
日
を
変
更

日
野
山
荘
と
大
成
荘

休
館
日
は
へ

30
日
困
．

す
。
通
常
の
第

べ
な
り
ま

す

ゃ
念
＂

息

り

ま

こ
誓

ぷ

問
ぷ
口
せ
先
11
圏
日
野

社
．．
 
る
1
5
8
5
.
2
1
1
1
)

今
年
4
月
か
ら
保
育
所
へ
新
規
入
所

を
希
望
さ
れ
る
方
の
受
け
付
け
を
、
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。受
け
付
け
の
際
、

苔
類
の
確
認
や
説
明
が
あ
り
ま
す
の

で
、
郵
送
や
代
理
の
方
で
は
な
く
、
直

接
、
保
談
者
が
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

‘
 

¥
v
 《受

け
付
け
》

市
内
保
育
所
（
別
表
参
照
）
の
入
所

申
し
込
み
受
け
付
け
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

▽
受
付
日
時

1
1
1
月

1
7
H①
¥
2
6
U因

午
前
8
時
30
分
＼
午
後
5
時
※

2
3
8⑤

は
除
く
。

22
日
田
は
午
前
8
時

30
分
＼

正
午
受
け
付
け
。
市
外
保
育
所
の
入
所

申
し
込
み
は
、
既
に
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
お
早
め
に
申
し
込
み
を

▽
受
付
場
所
11
市
役
所
2
階
児
童
福
祉

課▽
結
果
通
知

1
1
3
月
上
旬
に
各
申
込
者

あ
て
に
文
書
で
通
知
（
こ
れ
以
前
に
は

お
答
え
で
き
ま
せ
ん
）

▽
注
意

11
①
必
要
書
類
が
不
足
の
場
合

は
、
提
出
で
き
る
も
の
（
傑
育
所
人
所

●市内保育所一覧表

名称 さ 所在地
とよだ保育園 豊田4-10-3
たまだいら保育園 多摩平2-4

ひらやま保育園 東平山1-7-13
あらい保育園 新井842-6

公
みさわ保育園 三沢200

たかはた台保育園 程久保650

上IL みなみだいら保育園 平山4-20-1
0たかはた保育園 高幡705

あさひがおか保育園 旭が丘2-42-1

もぐさ台保育園 百草1002-4

おおくぽ保育園 大坂上4-10-2

0しんさかした保育園 新町3-17-4
〇栄光保育園 平山5-7-11

〇至誠第二保育園 :c.. 日野1183-3

私 0つくしんぽ保育圏 南平5-8-2

0日野保育園 、遍、 新町1-5-6
上..... L 0日野第二保育園 日野311-3

0日野わかば保育園 程久保3-21-2
〇吹上保育園 、 東豊田3-12-7

●亡］の保育所では 0歳児保育を行っています。対
象は、公立では 3カ月以上｀私立では 2カ月以上
の乳児です。

●0印は延長保育（公立保育園は 1歳児以上）を実
施している保育所です。

A
¥
 

申
込
害
、
家
庭
状
況
調
査
書
な
ど
）
を

持
参
し
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

窓
口
が
混
雑
し
、
お
待
ち
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
（
申
込
用
紙
等
は
児
童
福

祉
課
で
配
布
）
②
4
月
か
ら
「
転
園
」
を

希
望
す
る
場
合
は
、
継
続
調
査
用
紙
を

提
出
さ
れ
た
う
え
で
、
前
記
受
付
期
問

中
に
新
規
の
入
所
申
し
込
み
と
同
じ
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
③
平
成
11
年
度

分
で
入
所
保
留
と
な
っ
て
い
る
方
も
、

改
め
て
新
規
の
入
所
申
し
込
み
が
必
要

に
な
り
ま
す

《
入
所
条
件
等
》

保
育
所
は
、
乳
幼
児
の
保
育
が
家
庭

1月17日～26日

平成12年麿の保育所の入所
学童クラプの入会 璽`診9

直接、保護者が手続きを

で
で
き
な
い
場
合
、
保
護
者
に
代
わ
っ

て
保
育
を
行
う
こ
と
を

H
的
と
し
た
施

設
で
、
人
所
条
件
・
保
育
時
間
等
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▽
入
所
条
件
11
乳
幼
児
の
保
設
者
が
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
同
居
の
親
族

等
も
乳
幼
児
の
保
育
に
当
た
る
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と

①
就
労
中
（
外
勤
・
自
営
業
・
内
職
な

ど
に
一
定
以
卜
の
時
間
数
・
日
数
で
従

事
し
て
い
る
）
②
打
体
障
害
者
手
帳

(
l

級

i
4
級
）
を
持

っ
て
い
る
③
病
気
・

出
産
な
ど
に
よ
り
入
院
ま
た
は
自
宅
療

養
中
（
出
産
の
場
合
は
、
出
産
予
定
月

と
そ
の
前
後
2
カ
月
ず
つ
の
計
5
カ
月

の
み
）

④
求
職
中
⑤
そ
の
ほ
か
著
し
く

家
庭
で
の
保
育
に
欠
け
る
事
梢
が
あ
る

▽
保
育
年
齢

1
1
0
歳
児
（
公
立
保
育
所

3
カ
月
以
上
／
私
立
保
育
所
2
カ
月
以

上
）
か
ら
の
保
育
所
と
、

1
歳
児
以
上

か
ら
の
保
育
所
が
あ
り
、
年
齢
の
基
準

日
は
平
成
12
年
4
月
1
日
で
す

▽
募
集
す
る
市
内
保
育
所
11
別
表
の
と

お
り

▽
保
育
時
間

11
午
前
8
時

30
分
i
午
後

5
時
※
午
前
7
時
15
分
＼
午
後
6
時
15

分
の
特
例
保
育
あ
り

▽
選
考
方
法
11
保
育
に
欠
け
る
度
合
い

の
高
い
乳
幼
児
か
ら
人
所
を
決
定
。
定

員
を
越
え
る
乳
幼
児
は
保
留
児
と
し
、

欠
員
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す

▽
保
育
料

11
各
世
帯
の
前
年
（
度
）
の

税
額
に
よ
り
決
定

．

※
入
所
手
続
き
、
人
所
基
準
、
保
育
料

決
定
基
準
な
ど
に
つ
い
て
は
公
立
・
私

立
と
も
圃
じ
で
す
。
前
記
の
期
間
以
外

で
も
受
け
付
け
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す

空
問
合
せ
先
11
児
童
福
祉
課
保
育
係

『
-~ -
l
-
＿
＿
憂n
『
-
Jぎ
コ

t
m
u
a
-

学
章
ク
ラ
ブ
は
、
放
課
後
に
帰
宅
し

て
も
仕
事
や
病
気
な
ど
で
適
切
な
保
設

者
・
養
育
者
が
い
な
い
小
学
1
年
＼

3

年
生
の
児
童
が
、
安
心
し
て
伸
び
伸
び

過
ご
せ
る
よ
う
各
小
学
校
区
ご
と
に
設

け
ら
れ
て
い
る
施
設
で
す
。

今
年
4
月
か
ら
学
章
ク
ラ
プ
ヘ
入
会

を
希
望
さ
れ
る
方
の
申
請
を
、
次
の
と

お
り
受
け
付
け
ま
す
。
申
請
の
際
は、

書
類
の
確
認
や
説
明
等
が
あ
り
ま
す
の

で
、
郵
送
や
代
理
の
方
で
な
く
、
保
護

者
の
方
が
直
接
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
受
付

H
時

111
月

1
7
H①
i
2
6
日
困

午
前
8
時

30
分
＼
午
後

5
時
※

23
日
①

は
除
く
。

2
2
H山
は
午
前
8
時
30
分

i

正
午
受
け
付
け

▽
受
付
場
所
＂
市
役
所
2
階
児
童
福
祉

課▽
育
成
期
間
・
時
間

114
月

1
日
山
＼

来
年
3
月
31
日
山
の
下
校
時
＼
午
後
5

時
45
分
※
日
曜

H‘

祝
日
は
除
く
。
そ

の
他
の
学
校
休
業
日
は
午
前

8
時

30
分

＼
午
後
5
時
45
分

▽
費
用

111
人
月
額

5
千
円
（
お
や
っ

代
・
教
材
費
な
ど
）
※
免
除
・
減
額
措

置
あ
り

▽
間
合
せ
先
11
児
童
福
祉
課
児
童
係

◎
と
よ
だ
保
育
園

、

ー

9

,
_
‘

▽
日
程

111
月
31
日
月

1
2
月

4
日
金

,1
'

（
 

午
前
9
時
30
分
＼
11
時
30
分

マ
対
象

11
平
成
10
年
4
月
1
日
以
前
に

生
ま
れ
た
未
就
学
児
と
保
護
者

▽
定
員

1
1
1
日

2
組
ま
で

烹
申
込
み

111
月
15
日
山

1
1
9
日
因
の

午
前

9
時

30
分

1
正
午
に
と
よ
だ
保
育

園

(6
5
8
1
.
3
4
5
1
)

へ

◎
お
お
く
ぽ
保
育
園

_̀
，
 

▽
日
時

1
1
2
月

1
日
伏

1
1
8
日
②
午
前

9
時

45
分
＼
正
午
※
土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く

マ
対
象

1
1
0
歳
＼
未
就
学
児
と
保
設
者

※
申
込
多
数
の
場
合
抽
選

▽
申
込
み

111
月

18
日
因
ー

20
日
困
の

午
前
9
時
＼
午
後
4
時
に
お
お
く
ぼ
保

育
園

(
6
5
8
4
.
3
6
9
0
)

へ

大

成

荘

0
0
0
0
X
0
0
0
0
X
X
 
X

Q
Q
~
芸
〗o
x
o
o
o
o
o

x
x

0
0
0

り
し
卿

あ
少
暉埠

室

n

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

室

室
き
き

呻
満

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
 

――
 

空
空

日
野
山
荘

o
o
o
o
x
o
o
o
o
x
x
x
0
0困
圏

x
x
x
o
o
o
o
o△
x
x
006<1伏

Y

大
成
荘

o
o
o

x
o
o
o
o
o
o

x

o
o
o
o
o
o

x
x

o
o
o
o
o

x
x
x

o
o

国
国
〗f澤

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6”2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
 

――
 

日
野
山
荘

x
x
o
x
x
o
o
o
x
x
x
o
o
o
o
o
o
x
x
o
o
o
o
o
x
x△
0
0閲
圏
i
]

蒻
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

目
野
市
海
の
家
事
業
』

を業のルす ごるめの でいし明用まは＾ 千金す用こ 2 ののをに泊い内静
満ー社 l O 1紹だて宿申ごてて出のす‘社市円 4....__.,はと千際方行‘施るの岡→

日喫を員プこ年介け ‘泊し連いく←方 0 2貝内の千゜ 4が円にがう宿設旅各県
野し使旅活の中しで直施込絡なだをは 事 千旅 事割 円お泊での‘宿事泊に館観沼

てつ行動冬 ます接設みくいさ忘‘業円行業り以子がき割 l泊業料お
みて等‘‘

・光津儡
っす゜ 各＾しよだ事いれー所の-所引上さ まり人料で の泊民協市

ま ‘ に そ 家で お゚観旅‘さ業゜ず福の割でのきの I 限す引 1をす割ま宿会
せ冬 ーし 族 勧光館日い所証に利福り利福と場；度＾き泊お°りりなに国畠
んの日て旅を， め協 ・程 ゜ は 明 宿 厚 利 引 用 利 な 合 、 と 1をに支市引のど加潟事
か味野‘行'--- の会民• 、害泊生厚き の厚り f=-fナ

業:: -fよ回受つ払民き方の盟県 -
？覚市事ゃ利 宿へ宿予 企の施活生対場生まはどりのけきい 宿 し両と

‘海業市用 泊電等算 業様設動活象合活す
大の所民で 施話....__.,.
自家内のき 設をを希 社が持用でな

公式へ利動とに動゜ 2、轟 ま!ぃ;鴫.,.＇’伽蜘~て開し、
然 事 で グ ま をす決望 ま届参証利り

11
月
よ
り
開
催
さ
れ
て
い
る
「
ヒ
ラ

メ
ま
つ
り
」
は
旅
館
・
ホ
テ
ル
で
の
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

1
泊
2
食
付
き
で
平
日

9
千
800
円
（
サ
ー
ビ
ス
料
込
み
・
税
別
）

で、

4
人
ご
と
に
、
ヒ
ラ
メ
の
姿
造
り

が
丸
ご
と

一
尾
つ
き
ま
す
。

1
月
15
日
山
か
ら
は
民
宿
で
「
鯛
ま

つ
り
」
が
始
ま
り
ま
す
。

1
泊
2
食
付

き
で

7
千
円
（
サ
ー
ビ
ス
料
込
み
・
税

}

別
）
か
ら
「
鯛
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
」
、

「
鯛
め
し
」
ほ
か

1
品
が
サ
ー
ビ
ス
！

2
月
中
旬
か
ら
は
毎
年
恒
例
の
御
用

両
津
市
観
光
協
会

?
0
2
5
9
.
2
3
.
3
3
0
0
 

●
鯛
や
ヒ
ラ
メ
が
舞
い
お
ど
る
●
海
の
幸
満
載
の
両
津

奥
駿
河
湾
沼
津'
•
E
t
本
海
満
腹
紀
行

邸
記
念
公
園
内

に
て
観
梅
茶
席

が

催

さ

れ

ま

す
。
松
林
と
潮

騒
の
中
、
梅
の

香
り
と
共
に
楽

し
む

一
服
の
お

茶
は
ま
た
格
別

で
す
。

そ
の
ほ
か
、

2
月

2
9
H因
か
ら
「
沼

津
市
立
図
訃
館
」
に
て
、
「
ぬ
ま
づ
観

光
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
人
選
作
品

が
展
示
さ
れ
ま
す
。
沼
津
の
観
光
ス
ポ

ッ
ト
が
多
数
紹
介
さ
れ
ま
す
。

ぜせ等ンもかいと道
ひての夕佐らてし一四
‘6お力渡と lて が 季

ごつ買 l汽な泊開 4折
利のいが船 つ 2 催月々
用特物 25のて食中 30の
＜典が i運い付゜日味
だが 1030賃まき力 (H)覚
さあ％ ％がす 8 二まが
いり引引 20 °千 食で満
゜まきき ％そ円べは載

海の家事業の

す等‘引の＾放面の お問い合わせは二『;[：叫 ［（株l0587•t321)

2
月

11
日
⑤
に
は
、
冬
の
味
覚
の
王

様
、
両
津
の
問
れ
た
名
産
、
カ
キ
の
お

ま
つ
り
「
第

14
回
加
茂
湖
カ
キ
ま
つ
り
」

3

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
当

B
は
、
ど
て
焼

{

き
、
カ
キ
汁
と
カ
キ
づ
く
し
の

1
日
を

9

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
両
津
湾
は
寒
プ
リ
の
代
表
的

な
漁
場
。
冬
の
間
、
湾
内
で
は
、
大
漁

が
続
き
ま
す
。

沼
津
観
光
協
会

¢
J
O
5
5
9
.
3
4
.
3
1
1
5
 

◎
 

ともにfをとりうるおいのあるまちに 支えあい助けあうまち H野のまち

゜
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市役所代表電話
TEL.042-585-1111 噂 稿 第 983号

ユJ
しの
欄
は
、
政
治
・
宗
教
・
宣
莉
に

関
す
る
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。
市

主
催
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
＇”

 

内
容
の
確
認
は
当
事
者
閏
で
。

噂知
邑

な
お
、
墨
雷
に
覇
の
あ
っ
た
も

嘔
ふ

の
は

9
今
後
の
掲
載
を
見
合
わ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

＊
牛
乳
料
理
講
習
会

▽
日
時
1
1
1
月
20
日
午
前
10
時
S
正
午

▽
会
場

11
東
部
会
館
▽
定
員

1115
人

（
先
着
順
）
▽
持
ち
物
11
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
き
ん
▽
申
込
み
先
11
日
野
第
一
生

活
学
校
（
後
藤
6
5
8
4
.
0
6
1
5
夜
間
）
疇

＊
ワ
ー
プ
ロ
・
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

▽
日
程
・
会
場
1
1
1
月
20
日
・
・
・
生
活
・

保
健
セ
ン
タ
ー／
2
2日
…
勤
労
•
青
年

会
館
▽
時
間
11
缶
前
9
時
30
分
S
午
後

0
時
30
分
、
午
後
1
時
30
分
S

4
時
30

分
、
午
後
6
時
30
分
S

9
時
30
分
※
22

日
は
午
前
9
時
30
分
S
午
後
0
時
30
分

の
み
▽
対
象
11
中
高
齢
者
、
初
心
者
▽

定
員
11
各
25
人
▽
費
用
11
ワ
ー
プ
ロ
ー

千
500
円
、
パ
ソ
コ
ン

2
千
円
▽
問
合
せ

先
11
村
上

(
6
5
8
4
.
1
3
8
1
)

＊
都
立
科
学
技
術
大
学
公
開
講
座
「
計

算
機
ア
プ
リ
ケ
—
シ
ョ
ン
・
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
ス
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
入
門
」

▽
日
時
1
1
2
月
12
日
S

3
月
18
日
の
毎

週
土
曜
日
午
後
2
時
ー
5
時
▽
会
場
11

同
大
学
▽
定
員
1130
人
▽
費
用
1
1
6
千

490
円
▽
申
込
み

1
1
1
月
3
1
8
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
。
返
信
用
表
面
に
住
所
、

氏
名
を
記
入
し
、
都
立
科
学
技
術
大
学

公
開
講
座
担
当
(
〒
1
9
1
1
0
0
6
5
旭

＊
日
野
市
社
会
福
祉
法
人
立
保
育
園
連

合
会
「
保
育
ま
つ
り
」

▽
日
時
1
1
1
月
22
日
午
後
0
時
30
分
か

ら
▽
会
場
11
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
▽
内

容
11
キ
テ
ィ
ー
ち
ゃ
ん
シ
ョ
ー
、
各
保

育
園
園
児
の
お
遊
戯
ほ
か
▽
問
合
せ
先

11
吹
上
保
育
園

(
6
5
8
3
.
7
6
4
8
)

＊
演
劇
を
み
る
会
「
あ
さ
か
わ
」
観
劇

会▽
日
時
1
1
1
月
29
日
午
後
6
時
30
分
か

ら
▽
会
場
11
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
▽
内

容
11
リ
リ
ッ
ク
公
演
「
シ
ラ
ノ
・
ド
・

ベ
ル
ジ
ュ
ラ
ッ
ク
」
（
平
幹
二
朗
主
演
）

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を
。
会
員
募
集

中
（
会
費
月
2
千
円
、

2
カ
月
に
1
回

観
劇
）
▽
問
合
せ
先
11
同
会

(6586.

6
7
5
6
)
 

*
2
0
0
0
年
初
春
・
東
部
ふ
れ
あ
い

寄
席

▽
日
時
1
1
1
月
30
日
午
後
2
時
か
ら
▽

会
場
11
東
部
会
館
▽
出
演
11
花
の
家
小

夢
、
に
ぎ
や
か
社
中
▽
問
合
せ
先
11
日

野
古
典
芸
能
を
楽
し
む
会
（
片
山
6584

•9916) 
＊
日
野
子
ど
も
劇
場
「
親
子
リ
ズ
ム
遊

び」▽
日
時
1
1
1
月
22
日
午
前
10
時
ー
正
午

▽
会
場
11
東
部
会
館
▽
対
象
11
乳
幼
児

と
保
護
者
▽
費
用

1
1
1
人
100
円
※
動
き

や
す
い
服
装
で
▽
申
込
み
先
11
同
劇
場

(
6
5
9
1
.
5
1
3
6
)
 

が
丘
6
の
6
6
5
8
5
.
8
6
7
6
)
へ
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ヽ

it
 

＊
日
野
市
肝
臓
病
友
の
会
新
春
交
流
会

▽
日
時
1
1
1
月
23
日
午
後
1
時
か
ら
▽

会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
▽
内
容

11
経
験
交
流
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
ほ
か

▽
持
ち
物
11500
円
程
度
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

▽
問
合
せ
先
11
赤
塚

(
6
5
8
5
.
1
7
2

3
)
 

＊
日
進
会
「
折
り
紙
同
好
会
」

▽
日
時
1
1
1
月
30
日
午
後
2
時
S

4
時

▽
会
場
1
1
勤
労
•
青
年
会
館
▽
費
用
1
1

500
円
（
材
料
代
）
▽
問
合
せ
先
11
皆
川

(
6
5
8
1
.
6
4
1
7
)
 

＊
精
神
障
害
者
家
族
会
「
日
野
い
す
み

会
」
生
活
技
能
訓
練

▽
日
時
1
1
2
月
1
日
午
後
2
時
＼
4
時

▽
会
場
11
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
▽
内
容

11
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
、
家
族
の
対
応
の
仕

方
▽
問
合
せ
先
11
竹
之
内

(
6
5
8
1
.
8

6
3
2
)
 

＊
都
立
七
生
養
護
学
校
学
習
発
表
会

▽
日
時
1
1
2
月
10
日
・

11
日
午
前
9
時

S
午
後
3
時
▽
会
場
11
同
校
▽
内
容
II

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
シ
ョ
ー
、
舞
台
発
表
、

即
売
、
展
示
発
表
※
時
間
等
、
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
を
▽
問
合
せ
先

11
同
校

(
6
5
9
1
.
1
0
9
5
)
 

＊
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

▼
中
高
年
か
ら
の
社
交
ダ
ン
ス
教
室
▽

日
時
1
1
2
月
か
ら
の
毎
週
火
曜
日
（
全

8
回
）
午
後
1
時
30
分
S

3
時
▽
内
容

11
タ
ン
ゴ
、
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
ほ
か

▽
対

象
11
成
人
初
心
者
▽
費
用
1
1
1
万
3
千

440
円
▼
パ
ソ
コ
ン
入
門
▽
日
時
1
1
1
月

25
日
・

27
日
・

28
日
…
午
後
2
時
S

4

時
／
2
月
2
日
S

4
日
…
午
後
7
時
S

9
時
▽
内
容
11
マ
ウ
ス
、
キ
ー
ボ
ー
ド

操
作
な
ど
▽
対
象
11
成
人
初
心
者
▽
費

用
1
1
9
千
450
円
▼
オ
カ
リ
ナ
を
奏
で
て

み
よ
う
▽
日
時
1
1
2
月
1
日
・

8
日
午

後
7
時
S

8
時
30
分
▽
費
用
1
1
4
千
500

円
（
教
材
費
ほ
か
）
▼
2
0
0
0
年
度

幼
児
子
ど
も
体
操
会
員
募
集
中
▽
対
象

・
日
時
1
1
3
歳
児
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」

…
月
曜
日
午
前
10
時
ー
10
時
50
分
、
同

「
ひ
ま
わ
り
」
…
木
曜
日
午
前
11
時
10

分
S
正
午
／
4
歳
S

5
歳
児
「
幼
児
わ

ん
ぱ
く
」
…
水
曜
日
午
後
2
時
ー
2
時

50
分
▽
見
学
会

1
1
1
月
1
9
B
ー
2
月
24

日
※
申
し
込
み
を
▼
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
で

雪
上
ハ
イ
キ
ン
グ
▼
中
高
年
エ
ン
ジ
ョ

イ
ス
キ
ー
※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

以
上
明
記
の
な
い
も
の
▽
会
場
・
問

＊
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
卓
球
同
好
会

「
初
心
者
講
習
会
・
交
流
大
会
」

▽
日
時
1
1
2
月
5
日
午
前
9
時
30
分
S

午
後
3
時
▽
会
場
11
富
士
電
機
体
育
館

▽
費
用

11500
円
▽
持
ち
物
11
上
履
き
※

動
き
や
す
い
服
装
で
。
実
技
指
導
あ
り

▽
申
込
み
先
11
山
本

(
6
5
9
2
.
1
5
7

4
)
 

＊
合
気
道
講
習
会

▽
日
程
1
1
2
月
S

4
月
の
毎
週
火
曜
日

▽
時
間
・
対
象
11
午
後
2
時
30
分
S

3

時
45
分
…

一
般
／
午
後
4
時
S

5
時
…

親
子
▽
会
場
11
南
平
体
育
館
▽
費
用
11

月
3
千
円
▽
申
込
み
先
11
河
原

(6586

•7352) 
＊
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
初
級
・
中
級
講
習
会

▽
日
時
1
1
2
月
5
日
S

3
月
4
日
の
毎

週
土
曜
日
午
後
6
時
30
分
S

8
時
30
分

▽
会
場
11
南
平
体
育
館
▽
対
象
11
中
学

生
以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
で

初
級
者
と
中
級
者
▽
定
員
1130
人
（
先

着
順
）
▽
費
用

1
1
3
千
円
▽
申
込
み
先

11
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
▽
問
合
せ
先
11
大

西

(
6
5
8
3
.
8
3
6
9
)

＊
日
野
市
民
親
睦
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
混
合

ダ
ブ
ル
ス
大
会

▽
日
時
1
1
2
月
6
日
午
前
9
時
か
ら
▽

＊
い
わ
さ
き
て
る
ひ
さ
水
彩
ス
ケ
ッ
チ

展
「
秩
父
札
所
め
ぐ
り
」

▽
日
時
1
1
1
月
16
日
ま
で
の
午
前
10
時

ー
午
後
5
時
▽
会
場
11
と
よ
だ
市
民
ギ

ャ
ラ
リ
ー
▽
内
容
11
秩
父
観
音
霊
場
34

力
寺
と
秩
父
の
風
景
▽
問
合
せ
先
11
岩

崎

(
6
5
8
1
.
5
5
3
5
)

＊
丁
長
林
水
墨
画
教
室
・
新
春
墨
彩
展

▽
日
時
1
1
1
月
28
日
ま
で
の
午
前
10
時

ー
午
後
6
時
※

28
日
は
午
後
4
時
ま
で

▽
会
場
11
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
▽

問
合
せ
先
11
戸
叶

(
6
5
8
6
.
9
5
7
5
)

＊
都
立
七
生
養
護
学
校
音
楽
会
「
み
ん

な
で
楽
し
む
音
楽
会
」

▽
8
時
1
1
2
月
5

8
午
後
1
時
30
分
ー

3
時
30
分
▽
会
場
・
問
合
せ
先
11
同
校

(
6
5
9
4
.
4
4
0
l
)
 

合
せ
先
11
同
セ
ン
タ
ー

(
6
5
8
2
.
3
l

3
6
)
 

会
場
11
南
平
体
育
館
▽
種
目
11
混
合
ダ

ブ
ル
ス
ー
・

2
.
3
部
（
リ
ー
グ
戦
）

▽
対
象
11
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

▽
費
用
1
1
1
人
l
千
円
（
当
日
徴
収
）

▽
申
込
み

1
1
1
月
30
日
ま
で
に
所
定
の

用
紙
（
南
平
体
育
館
に
あ
り
）
で
、
大
西

喜
美
子
(
〒
191ー

0
0
5
2
東
豊
田
1

の
55
の
1
2
6
5
8
3
.
8
3
6
9
)

へ

＊
東
京
光
の
家
で
「
旭
が
丘
ふ
れ
あ
い

マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
の
伴
走
者
等
を
募
集

▽
3
月
20
日
に
行
わ
れ
る
マ
ラ
ソ
ン
大

会
で
目
の
不
自
由
な
選
手
と

一
緒
に
走

っ
て
く
だ
さ
る
伴
走
者
を
募
集
。
ほ
か

に
交
通
整
理
係
、

1
月
か
ら
の
事
前
練

習
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
▽
申
込
み

1
1
2
月
下
旬
ま
で
に
東
京
光
の
家

(
6

5
8
1
.
2
3
4
0
)

へ

＊
身
体
障
害
児
者
通
所
訓
練
施
設
か
ざ

ぐ
る
ま
の
家
バ
ザ
ー

▽
日
時
1
1
1
月
30
日
午
前
10
時
ー
午
後

2
時
▽
会
場
11
富
士
電
気
体
育
館
▽
問

合
せ
先

11
同
施
設

(
6
5
9
3
.
2
3
0

6
)
 

＊
浅
川
カ
モ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

▽
日
時
1
1
1
月
22
日
午
前
9
時
30
分
S

11
時
30
分
※
京
王
線
高
幡
不
動
駅
集

合
、
雨
天
中
止
▽
内
容
11
渡
っ
て
き
た

カ
モ
を
観
察
▽
持
ち
物
11
双
眼
鏡
（
持

っ
て
い
る
方
）
▽
費
用
11100
円
（
資
料

代
）
※
外
国
人
・
子
ど
も
は
無
料
▽
問

合
せ
先
11
園
日
本
野
鳥
の
会
・
鳥
と
緑

の
国
際
セ
ン
タ
ー

(
6
5
9
3
.
6
8
7
1
)

＊
ワ
ク
ワ
ク
い
き
も
の
探
検
「
親
子
で

学
ぶ
、
野
鳥
木
彫
り
教
室
」

▽
日
時
1
1
2
月
1
3
8
午
前
9
時
30
分
ー

午
後
0
時
30
分
※
南
平
駅
集
合
▽
会
場

11
圏
H
本
野
鳥
の
会
・
鳥
と
緑
の
国
際

セ
ン
タ
ー
▽
対
象
11
小
学
生
以
上
30
人

（先
着
順
）
▽
費
用

11
子
ど
も
300
円、

大
人
500
円
（
材
料
代
）
▽
持
ち
物
11
お

弁
当
※
動
き
や
す
い
服
装
で
▽
申
込
み

1
1
2
月
5
日
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。

参
加
者
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

●市民会館のもよおし
お問合せ•こ予約は・ ・ ・

0585二三
都民名曲サロンシリ

ふ＿
ス

日
，后凸、9滋 ’存

匝 yvale
でヽ日野市

ヽた沼尻
、ソプ
さつき
迎えて
ムなコ

踪・スキッキ」
：交響組曲「シェ

2 /Jltl（面叩3
一般2,000円

1 ; 

番
号
を
記
入
し
、
多
摩
い
き
も
の
友
の

会
・
下
重

(〒
191ー

0
0
4
1
南
平
2

の
40
の
2
5
6
5
9
1
.
7
5
0
3
)

へ

＊
楊
名
時
気
功
太
極
拳
同
好
会

▽
2
月
か
ら
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
S

11
時
30
分
に
東
部
会
館
で
▽
費
用
11
入

会
金
l
千
円
、
月
2
千
円
※
動
き
や
す

い
服
装
で
▽
問
合
せ
先
11
小
泉

(6583

.
4
0
3
5
)
 

＊
日
野
市
ギ
タ
ー
・
サ
ー
ク
ル

▽
毎
月
第2
•

第
4

土
曜
日
午
前9
時

S
正
午
に
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
で
▽

内
容
11
ク
ラ
シ
ッ
ク
ほ
か
▽
費
用
11
月

l
千
800
円
※
初
心
者
、
経
験
者
ク
ラ
ス

あ
り
▽
問
合
せ
先
11
清
水

(
6
5
9
1
.
2

8
0
0
)
 

＊
き
も
の
着
付
け
「
き
の
和
装
」

▽
月
4
回
水
曜
日
午
後
2
時
S

4
時
に

会
員
宅
（
高
幡
）
で
▽
内
容
11
簡
単
な

着
付
け
▽
費
用
11
入
会
金
2
千
円
、
月

5
千
円
▽
問
合
せ
先
11
八
鍬

(6070.

5
5
6
l
.
5
6
9
5
)
 

＊
き
も
の
着
付
け
「
恵
秀
会
」

▽
毎
月
第
2
•

第
4

水
曜
日
午
後
1

時

S

3
時
に
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
▽
内

容
11
手
結
び
で
浴
衣
か
ら
振
り
袖
ま
で

▽
対
象
11
初
心
者
▽
費
用
11
年
1
千
200

円
、
月
1
千
円
▽
持
ち
物
11
浴
衣
、
腰

ひ
も
、
伊
達
締
め
、
タ
オ
ル
、
帯
板
、

半
幅
帯
▽
問
合
せ
先
11
戸
沢

(6584.

2
0
8
1
)
 

か

か

け

ん

＊
花
架
拳
ひ
の
（
中
国
健
康
体
操
）

▽
毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
ー
11
時
30
分

に
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
▽
内

容
11
練
功
十
八
法
と
や
さ
し
い
ス
ト
レ

ッ
チ
体
操
▽
定
員
1110
人
▽
費
用
11
月

-9
,
-
．1
99

ー

1
L

1

1

1

9

,

9

J

'

し

1

1

↑

り

3
千
円
※
動
き
や
す
い
服
装
で
▽
問
合

せ
先
11
峯
岸

(
6
5
8
1
.
7
5
8
3
)

＊
旭
が
丘
女
声
合
唱
団

▽
毎
週
水
曜
日
午
後
2
時
ー
4
時
30
分

に
勤
労
•青
年
会
館
で
▽
費
用1
1月
4

千
円
※
個
人
発
声
あ
り
、
見
学
歓
迎
、

長
く
続
け
ら
れ
る
方
歓
迎
▽
問
合
せ
先

11
内
海

(
6
5
8
5
.
7
6
7
4
)

"唸
”

55
歳
以
上
で
仕
事
を
お
探
し
の
方
を

対
象
に
出
張
相
談
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
1
1
1
月
27
日
午
後
1
時
＼
4
時

▽
会
場
11
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
▽
問
合

せ
先
11
同
相
談
所

(
6
0
4
2
6
.
4
8

.
0
4
8
0
)
 

■春
季
労
働
セ
ミ
ナ
ー
「
働
く
あ
な
た

に
役
立
つ
判
例
シ
リ
ー
ズ
」

▽
日
程
・
テ
ー
マ

1
1
2
月
16
日
…
賃
金

・
退
職
金
・
企
業
年
金
ほ
か
／
18
日
…

出
向
・
企
業
合
併
ほ
か
／
23
日
…
労
働

時
間
・
休
暇
ほ
か
▽
時
間
11
午
後
6
時

30
分
ー
8
時
30
分
▽
会
場
11
八
王
子
労

政
事
務
所
▽
問
合
せ
先
11
八
王
子
労
政

事
務
所
(
6
0
4
2
6
.
4
3
.
0
2
7
8
)

■警
視
庁
警
察
官
（
男
子
）
採
用
試
験

▽
試
験
日

1
1
3
月
4
日
▽
会
場
11
警
視

庁
警
察
学
校
（
中
野
区
）
▽
対
象
11
試

験
日
現
在
、

30
歳
未
満
で
、
大
学
、
短

大
、
高
等
学
校
卒
業
ま
た
は
同
程
度
学

力
を
有
す
る
方
▽
申
込
み

1
1
2
月
18
日

ま
で
に
日
野
警
察
署
、
交
番
、
駐
在
所

ヘ
▽
問
合
せ
先
11
日
野
警
察
署

(6586

.
o
l
l
o
)
 

ともに手をとりやすらぎのあるまちに

゜
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小
・
中
学
校

美
術
作
品
展

■小
・
中
学
校
書
き
初
め
展

▽
H
時
1
1
1
月
29
日
午
後
1
時
＼
4
時

/
3
0
H
午
前
9
時
＼
午
後
3
時
30
分

▽
会
場
11
市
民
会
館

▽
問
合
せ
先
11
三
中
（
鎌
田
6
5
9
1
.
2

2
2
8
)
 

■小
学
校
図
画
工
作
展

H
野
市
の
小
学
校
20
校
の
児
童
に
よ

る
作
品
を
一
同
に
展
示
し
ま
す
。

▽
8
時
1
1
2
月
3

8
午
後
1
時
S

5
時

30
分
／
4
日
午
前
9
時
＼
午
後
5
時
30

分
／
5
日
午
前
9
時
＼
午
後
4
時

▽
会
場
11
市
民
会
館

▽
問
合
せ
先
11
平
山
小
（
服
部
6591.

4
1
2
3
)
 

■中
学
校
美
術
展

▽
日
時
1
1
2
月
2
H
¥
6
日
午
前
10
時

S
午
後
6
時
※
2
H
S
4
日
は
午
後
。

時
30
分
か
ら
、

6

H
は
午
後
3
時
ま
で

▽
会
場
11
と
よ
だ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▽
問
合
せ
先
11
二
中
（
矢
田
6
5
8
1
.
o

0
5
6
)
 

多
摩
郷

t
誌
フ
ェ
ア

多
摩
地
域
の
教
育
委
員
会
等
が
発
行

し
て
い
る
郷
土
誌
関
係
の
出
版
物
を
一

堂
に
集
め
て
展
示
、
販
売
す
る
「
多
摩

郷
土
誌
フ
ェ
ア
」
が
、
次
の
と
お
り
開

催
さ
れ
ま
す
。
多
摩
の
歴
史
、
自
然
、

暮
ら
し
、
昔
話
な
ど
の
た
く
さ
ん
の
本

と
出
会
え
ま
す
。

▽
日
時
1
1
1
月
28
日
S
3
0
日
午
前
11
時

ー
午
後
6
時

▽
会
場
1
1
J
R
立
川
駅
ビ
ル
「
ル
ミ
ネ
」

1
階
マ
グ
ノ
リ
ア
ホ
ー
ル

▽
問
合
せ
先
11
市
政
図
書
室

■公
民
館
映
画
会
「
晩
春
」

早
く
妻
を
亡
く
し
た
大
学
教
授
の
曽

宮
は
、
娘
の
紀
子
と
二
人
で
鎌
倉
に
住

ん
で
い
た
。
紀
子
は
戦
時
中
に
身
体
を

こ
わ
し
た
が
、
今
は
遊
び
に
行
け
る
＜

ら
い
健
康
を
回
復
し
た
。
紀
子
も
も
う

27
歳、

曽
宮
は
助
手
の
服
部
を
紀
子
の

相
手
に
と
考
え
て
い
た
が
、
彼
に
は
婚

約
者
が
い
た
。
紀
子
は
、
自
分
は
結
婚
し

な
い
で
父
と

一
緒
に
暮
ら
す
の
が
幸
せ

だ
と
言
う
。
そ
ん
な
紀
子
に
曽
宮
は
自

分
に
再
婚
の
意
志
が
あ
る
と
言
う
…
。

▽
日
時
1
1
1
月
29
日
午
前
10
時
か
ら
と

午
後
2
時
か
ら
の
2
回
上
映

▽
会
場
11
中
央
公
民
館

▽
監
督
11
小
津
安
二
郎

▽
出
演
11
原
節
子
、
笠
智
衆
ほ
か

叉
定
員
11
各
回
60
人
※
事
前
申
し
込
み

制
で
1
歳
ー
未
就
学
児
8
人
の
保
育
あ

り▽
申
込
み
・
問
合
せ
先
11
中
央
公
民
館

(
6
5
8
1
.
7
5
8
0
)
 

■つ
ば
さ
学
園
・
や
ま
ば
と
学
級

字
幕
付
き
映
画
会
「
ラ
ジ
オ
の
時
間
」

つ
ば
さ
学
園
や
ま
ば
と
学
級
（
身
体

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
聴
覚

障
害
の
方
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
字
幕
付
き
映
画
会
を
行
い
ま

す
。
付
き
添
い
の
方
も
観
賞
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

な
お
、
身
体
障
害
者
の
方
で
バ
ス
に

よ
る
送
迎
を
希
望
す
る
方
は
、

1
月
27

日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1
1
2
月
4
日
午
後
1
時
30
分
ー

3
時
30
分

▽
会
場
11
つ
ば
さ
学
園
（
案
内
図
参
照
）

▽
上
映
作
品
11

「
ラ
ジ
オ
の
時
間
」

▽
出
演
11
唐
沢
寿
明
、
鈴
木
京
香
ほ
か

▽
申
込
み
先
11
同
学
園
や
ま
ば
と
学
級

(
6
5
8
2
.
3
4
0
0
／
回
582
．
3
4
0

l
)
 

■―
―
＿
中
地
区
青
少
年
育
成
会

も
ち
つ
き
を
し
よ
う
！

「
こ
め
っ
こ
ク
ラ
ブ
」
で
は
、
収
穫

し
た
も
ち
米
で
も
ち
つ
き
を
行
な
い
ま

す
。
会
員
で
な
い
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

▽
日
時
1
1
1
月
23
日
午
前
10
時
30
分
か

ら
※
雨
天
中
止

案内図

▽
会
場
11
石
坂
一
雄
さ
ん
宅
（
百
草
）

▽
費
用
11100
円

▽
問
合
せ
先
11
荒
井

(
6
5
9
2
.
9
6
4

4
)
 

■七
生
中
地
区
青
少
年
育
成
会

S
小
学
生
・
中
学
生
交
流
会

S

七
生
中
地
区
の
小
学
校
6
年
生
と
中

学
生
の
交
流
会
を
行
い
ま
す
。
中
学
校

入
学
を
前
に
、
不
安
を
抱
い
て
い
る
6

年
生
に
、
学
校
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

新
し
く
始
ま
る
中
学
校
生
活
へ
安
心
感

と
期
待
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
、
中
学
生
が
中
心
と
な
っ
て
、
企
画

・
運
営
す
る
行
事
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1
1
2
月
5
日
午
後
0
時
45
分
S

3
時

▽
会
場
11
七
生
中
食
堂
ほ
か

▽
内
容
11
学
校
紹
介

・
昼
食
会

・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
校
舎
見
学
ほ
か

▽
問
合
せ
先
11
若
松

(
6
5
9
1
.
2
0
5

6
)
 

■2
月、

3
月
は
市
民
陸
上
競
技
場
を

一
時
閉
鎖

市
民
陸
上
競
技
場
は
、
ト
ラ
ッ
ク
整

備
工
事
を
実
施
す
る
た
め
、

2
月
1
日

ー
3
月
31
日
閉
鎖
と
な
り
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

■中
学
校
体
育
施
設
開
放
2
月
利
用
分

抽
選
会

▽
H
程
1
1
1
月
20
日

▽
区
分
・
時
間
11
①
体
育
館
…
午
後
2

時
②
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
…
3
時
③
校
庭
…

4
時

▽
会
場
11
市
役
所
5
階
505
会
議
室

▽
参
加
資
格
11
団
体
登
録
証
を
持
参
し

た
方
（
中
学
生
以
下
は
不
可
）

▽
問
合
せ
先
11
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

■市
民
ミ
ニ
テ
ニ
ス
大
会

▽
日
時
1
1
2
月
11
日
午
前
9
時
ー
午
後

3
時
30
分

▽
会
場
11
南
平
体
育
館

▽
種
目
11
女
子
ダ
ブ
ル
ス
・
況
合
ダ
ブ

ル
ス
※
1
人
で
も
参
加
可
。
チ
ー
ム
構

成
は
抽
選

▽
対
象
11
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

▽
費
用
1
1
1
人
500
円
（
保
険
料
含
む
）

▽
持
ち
物
11
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

▽
申
込
み

1
1
1
月
25
日
ま
で
に
申
込
書

（
市
役
所
5
階
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、
南

平
体
育
館
に
あ
り
）
に
記
入
し
、
費
用

を
添
え
て
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
※
土
曜

・
日
曜
日
は
除
く

▽
問
合
せ
先
11
日
野
市
体
育
指
導
委
員

（
杉
山
6
5
8
4
.
9
2
1
5
)

■ア
ク
ア
ダ
ン
ス
＆
水
中
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
教
室

水
中
運
動
を
と
お
し
て
心
身
の
リ
ラ

ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
り
ま
し
ょ
う
。

▽
8
時
1
1
2
月
18
日
S

3
月
17
日
の
毎

週
金
曜
日
午
前
10
時
S
1
1
時
30
分

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル

▽
定
員
1130
人

▽
費
用
1
1
1
回
300
円
（
初
回
は

400
円）

▽
申
込
み
1
1
1
月
2
8
H
（
必
着
）
ま
で

に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面
に
教

室
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
年

齢
、
性
別
を
記
入
し
、
日
野
市
教
育
委

員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
(
〒

191ー

8

6

8

6
住
所
不
要
）
へ

■初
心
者
短
期
水
泳
教
室

▽
H
時
1
1
2
月
8
H
.
1
5
日
・

22
日
午

後
7
時
S

8
時

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル

▽
対
象
・
定
員
11
ま
っ
た
＜
泳
げ
な
い

成
人
の
方
15
人
※
た
だ
し
前
回
、
前
々

回
の
参
加
者
を
除
く
。
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選

▽
費
用
11900
円
（
プ
ー
ル
使
用
料
3
回

分）マ
甲
込
み

1
1
1
月
25
日
（
必
着
）
ま
で

に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
、
泳
力
（
顔
が
つ
け
ら
れ
る
な
ど
）

を
、
返
信
用
表
面
に
住
所
、
氏
名
を
記

入
し
、
日
野
市
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

内
温
水
プ
ー
ル
「
初
心
者
短
期
水
泳
教

室
」
係
(
〒

191ー

0
0
1
1
日
野
本
町

1
の
6
の
2
6
5
8
2
.
0
0
0
2
)

へ
※

月
曜
日
を
除
く

■基
礎
か
ら
学
ぷ
水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

教
室リ

ハ
ビ
リ
、
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
等
に

有
効
な
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
基
礎
を

学
び
ま
す
。

▽
H
時
11
①
2
月
4
日
午
後
7
時
S

8

時
②
2
月
8

8
午
前
10
時
30
分
S
1
1
時

30
分
…
女
性
の
み
③
2
月
9
日
午
後
ー

時
30
分
S

2
時
30
分
④
2
月
10
日
午
後

7
時
ー
8
時

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル

▽
対
象
・
定
員
11
成
人
の
方
、
各
回
30

人
※
泳
力
は
問
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
前

回
の
参
加
者
を
除
く
。
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選

立
費
用
11300
円
（
プ
ー
ル
使
用
料
）

マ
甲
込
み

1
1
1
月
26
日
（
必
着
）
ま
で

に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
、
①
ー
④
で
確
実
に
参
加
で
き
る
日

程
を
第
3
希
望
ま
で
記
入
。
返
信
用
表

面
に
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
日
野
市

生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
内
温
水
プ
ー
ル

「
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
」
係
(
〒

191

ー

0
0
1
1
H
野
本
町
1
の
6
の
2

6

5
8
2
.
0
0
0
2
)

へ
※
月
曜
日
を
除
く

■実
践
話
芸
講
座

話
し
方
ひ
と
つ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
滑
ら
か
に
な
り
ま
す
。
プ

ロ
の

落
語
家
の
指
導
で
落
語
を
覚
え
、
話
術

を
磨
き
ま
し
ょ
う
。

▽
H
時
1
1
2
月
2
H
.
1
0
日
・

17
日
・

24
日、

3
月
9
日
・

16
日
・

26
日
午
後

7
時
S

9
時
（
最
終
日
は
発
表
会
）

▽
会
場
11
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
話
の
選
び
方
・
話
し
方
の
こ

つ
、
高
座
で
の
発
表
※
模
範
演
技
あ
り

▽
講
師
11
三
遊
亭
栄
馬
師
匠
（
落
語
芸

術
協
会
）

▽
対
象
11
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

▽
定
員
1
1
2
0
人

▽
持
ち
物
11
高
座
用
の
扇
子
、
手
拭
い

▽
申
込
み
先
11
中
央
公
民
館

(6581.

7
5
8
0
)
 

■男
女
平
等
社
会
づ
く
り
の
た
め
の
市

民
自
主
企
画
講
座
③
・
④

今
年
度
か
ら
市
民
グ
ル
ー
プ
の
企
画

に
よ
り
行
っ
て
い
る
「
市
民
自
主
企
画

講
座
」
も
好
評
の
う
ち
に
第
3
回
、
第

4
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
程
・
内
容
11
別
表
の
と
お
り

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
第
3
回
の
内
容
…
「
女
性
た
ち
は
強

く
な
っ
た
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
実
際
は
「
女
ら
し
さ
、
母
親
ら

し
さ
、
娘
ら
し
さ
」
と
い
っ
た
、
根
強

▼
第
4
回
の
内
容
…
男
女
平
等
や
共
同

参
画
社
会
を
考
え
る
場
合
、
避
け
て
通

れ
な
い
の
が
子
育
て
の
問
題
で
す
。
今

回
は
子
育
て
に
お
け
る
大
人
の
役
割
、

男
女
の
役
割
、
男
女
平
等
の
子
育
て
が

抱
え
る
問
題
や
悩
み
に
つ
い
て
、
子
ど

も
の
人
権
と
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
共
に

考
え
て
い
き
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11
女
性
参
画
推
進
室

■移
動
公
民
館
「
童
謡
も
の
が
た
り
」

普
段
、
何
気
な
く
口
ず
さ
ん
で
い
る

童
謡
。
児
童
文
学
者
で
、
童
謡
や
小
・

中
学
生
の
合
唱
曲
等
、
数
多
く
の
作
品

を
出
さ
れ
て
い
る
高
木
あ
き
こ
さ
ん
と
、

赤
い
鳥
か
ら
だ
ん
ご

3
兄
弟
ま
で
、
子

ど
も
の
歌
の
歴
史
を
ひ
も
解
い
て
み
ま

せ
ん
か
。

▽
日
程
・
内
容
11
別
表
の
と
お
り

▽
時
間
11
午
後
2
時
ー
4
時

▽
会
場
11
五
小

▽
講
師
11
高
木
あ
き
こ
氏
（
由
日
本
児

童
文
学
者
協
会
理
事
）

▽
定
員
1130
人
※
定
員
を
超
え
た
場
合

は
二
中
、
四
中
地
区
の
方
を
優
先

▽
持
ち
物
11
筆
記
用
具

▽
申
込
み

1
1
1
月
21
日
（
必
着
）
ま
で

に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
、
返
信
用
表

「男女平等と
子育てについて」

森 洋 子 氏

（日本子どもを守る会理事）

日野子ども劇場

1月19日まで 1月21日まで

い
枠
に
縛
ら
れ
て
「
自
分
ら
し
さ
」
を

見
失
っ
て
い
ま
す
。
「
女
性
」
と
い
う
立

場
か
ら
、
母
に
何
を
伝
え
ら
れ
、
娘
に

何
を
伝
え
て
い
る
の
か
を
考
え
ま
す
。

(6581. 

2
月
6
日
に
富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
へ

障
害
を
持
つ
方
と

一
緒
に
ス
ケ
ー
ト
に

行
っ
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象
1
1
1
6
歳
以
上
の
方

▽
費
用
1
1
1
千
500
円

▽
申
込
み
先
11
中
央
公
民
館

7
5
8
0
)
 

障
害
者
青
年
学
級

遠
足
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

新
春
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

面
に
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
中
央
公

民
館
「
童
謡
も
の
が
た
り
」
係
(
〒
191

_
0
0
1
1
日
野
本
町
7
の
5
の
2
3
6

8
1
.
7
5
8
0
)

へ

5
 ■新

春
特
別
講
演
会

S
も
の
づ
く
り
の
再
生

S

由
東
京
都
地
域
産
業
振
興
協
会
で
は
、

都
立
科
学
技
術
大
学
で
次
の
と
お
り
新

春
特
別
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
1
1
1
月
28
日
午
後
3
時
ー
5
時

▽
会
場
11
同
大
学
交
流
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
前
田
又
兵
衛
氏
（
前
田
建
設

工
業
困
代
表
取
締
役
会
長
）
の
講
演

「
T
Q
M
で
競
争
力
の
創
生」

▽
問
合
せ
先
11
由
東
京
都
地
域
産
業
振

興
協
会

(6
5
8
4
.
6
7
9
0
)

▽
日
時
1
1
1
月
29
日
午
後
6
時
30
分
S

8
時
30
分

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

※
車
で
の
ご
来
場
は
で
き
る
だ
け
相
乗

り
で
お
願
い
し
ま
す

▽
問
合
せ
先
11
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

(
6
5
8
1
.
6
7
ー
1
)

大正期の童謡をめぐって 、に不‘` 71ヽ

野口雨情

レコード童謡の時代
サトウハチロー、
海沼実

まど・みちお、
阪田寛夫

いま子どもの歌の世界は一 伊藤アキラほか

゜ ともに手をとり夢のあるまちに ＿ー
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明
治
に
な
っ
て
洋
製
本
の
技
術
が
入

っ
て
く
る
以
前
は
、
和
紙
を
よ
り
糸
で

綴
じ
た
和
綴
じ
本
が
一
般
的
で
し
た
。

手
作
り
の
和
綴
じ
本
を
通
し
て
、
日
本

の
伝
統
的
な
本
の
あ
り
方
を
こ
の
機
会

に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

お
誘
い
合
わ
せ
て
、
ご
参
加
く
だ
さ

、。し▽
日
時

1
1
1
月
2
2
H
山
午
後
1
時
ー
4

時▽
会
場
11
ふ
る
さ
と
博
物
館 ゜

▽
対
象
11
小
学
3
年
生
以
上

▽
定
貝

1125
人
（
先
着
順
）

▽
費
用

11500
円
（
材
料
費
。
当
日
会
場

で
徴
収
）

▽
持
ち
物

11
は
さ
み
、
筆
記
用
具
、
定

規
マ
甲
込
み

1
1
1
月
1
5
H田
午
前
9
時

か
ら
ふ
る
さ
と
博
物
館

(
6
5
8
3
.
5
1

0
0
)

へ

【
休
館
日
の
お
知
ら
せ
】

ふ
る
さ
と
博
物
館
は
、

1
月
31
日
①

•
2
月
1
B

因
は
休
館Bで
す
。
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▲江戸時代の和綴じ本

中
学
生
の
税
に
関
す
る
作
文

入
選
者
を
表
彰

滝
合
小
学
校
の

6
年
生

58
人
が
昨
年

12
月
22
日
、
市
内
に
住
む
中
国
の
方
々

ざ

ょ

う

ざ

と
一
緒
に
学
校
で
餃
子
を
作
り
、
交
流

を
通
し
て
中
国
の
文
化
を
学
び
ま
し

こ。t
 こ

の
授
業
は
「
日
本
と
関
係
の
深
い

国
々
」
を
学
習
す
る
社
会
科
で
、
担
任

教
諭
が
実
際
に
中
国
の
人
と
交
流
を
持

っ
て
体
験
学
習
が
で
き
る
よ
う
に
と
企

画
し
た
も
の
で
す
。

日
野
市
国
際
交
流
協
会
で
中
国
語
を

ら
ょ
う
こ
う

教
え
て
い
る
趙
紅
さ
ん
の
調
理
指
導
を

受
け
、
市
内
在
住
の
留
学
生
5
人
が
手

伝
っ
て
、
水
餃
子
を
作
り
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
趙
紅
さ
ん
や
留
学
生
に
祖

国
で
の
生
活
の
こ
と
な
ど
を
質
問
し
て
、

中
国
の
事
情
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

保
護
者
も
参
加
し
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
の
外
国
人
や
団
体
と
の
協
力
で
実

現
し
た
こ
の
授
業
は
、

2
0
0
2
年
か

ら
始
ま
る
総
合
的
学
習
の
国
際
理
解
教

育
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
も
注
目
さ
れ

ま
す
。

（
企
画
調
整
課
）

平
成
11
年
度
の
「
中
学
生
の
税
に
関

す
る
作
文
」
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
市
内
の
生

徒
が
日
野
市
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会

ま
ち
の
話
題

中
国
の
餃
子
作
り
を
習
う

滝
合
小
で

国
際
理
解
へ
の
取
り
組
み

昨
年
11
月
6
日
・

7
日
に
熊
本
県
で

行
わ
れ
た
第
35
回
全
国
身
体
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
で
平
山
四
丁
目
在
住
の
高

島
亮
樹
さ
ん
（
写
真
）
が
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
投
げ
で
402IV37
セ
ら
の
大
会
新
記
録
で

金
メ
ダ
ル
を
、
，ま
た
砲
丸
投
げ
で
銀
メ

今
月
は
市
・
都
民
税
（
第
4
期
）
の
納
期
で
す
。

納
付
に
は
便
利
な
口
座
振
替
の
こ
利
用
を

全
嬰
謬
障
富
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で

平
山
の
高
鳥
さ
ん
か
金
・
錮
メ
タ
ル

平
山
城
址
公
園
駅
の
近
く
、
北
野

街
道
に
そ
っ
て
徳
善
院
が
あ
る
。
境

内
に
「
肥
田
氏
之
碑
」
が
み
ら
れ
る
。

明
治
26
年

(
1
8
9
3
)
2
月
と
刻
ま

れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
こ
ろ
建
て
ら

て
ん
が
く

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
策
額
は
佐
藤

俊
正
（
注
l
)
、
摺
文
と
書
は
土
方
義

廣
（
土
方
歳
三
の
甥
義
弘
か
）
で
あ
る
。

肥
田
氏
の
名
は
泰
三
郎
、
島
根
県

っ

-
）
う
だ

こ
う

石
見
国
郷
田
（
江
津
市
）
の
人
と
い

譴
の
犀
完
予
葬
認

う
。
江
戸
時
代
後
期
の
文
政
年
間

1
8
1
8
S
l
8
3
0
)
に
生
ま

し
ん
ち
ん
ご
う
玉
J

ょ
う

（
 

れ
、
性
格
は
「
深
沈
剛
強
」
（
注
2
)

と
い
う
こ
と
か
ら
、
古
武
士
を
思
わ

せ
る
。
書
を
読
み
、
絵
を
学
び
、
書

道
を
よ
く
し
、
そ
し
て
教
え
て
い
た
。

寺
子
屋
の
師
匠
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
近
郷
の
人
々
は
伝
え
聞
い
て
教

え
を
受
け
る
者
が
数
百
人
に
お
よ
ん

だ
と
い
う
。

と
こ
ろ
が
故
あ
っ
て
、
瓢
然
と
郷

里
を
あ
と
に
し
た
。
彼
は
諸
国
を
ま

し
ょ
う
ら

わ
り
、
勝
地
旧
跡
を
訪
ね
て
歌
を
詠

長
賞
（
優
秀
賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

表
彰
式
は
12
月
1
日
に
、
市
役
所
5
階

会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
（
写
真
）
。受

賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

▽
森
絵
美
子
・
清
水
菜
摘
・
鈴
木
友

（
二
中
）
、
楠
木
奈
々
・
富
田
陽
子

（
七
生
中
）
、
竹
本
輔
・
伊
藤
敏
彦
・

大
野
智
子
・
磯
崎
ゆ
う
こ
•
平
出
智
美

•
鈴
木
と
も
み
・
西
野
裕
美
子
（
大
坂

上
中
）
、
酒
井
尚
美•
佐
藤真
菜
美
・

西
山
明
日
香
（
三
沢
中
）

（
納
税
課
）

〈
日
野
の
石
碑
を
訪
ね
て
〉

⑩

放
浪
の
知
識
人
肥
田
氏
之
碑

⑲ 

ダ
ル
を
、
見
事
獲
得
し
ま
し
た
。

高
島
さ
ん
は
、
先
天
性
の
網
膜
色
素

変
性
症
に
よ
り
、
2
年
前
か
ら
視
力
が

低
下
し
、
盲
学
校
で
針
灸
、
指
圧
マ
ッ
サ

ー
ジ
の
資
格
取
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
後

一
層
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

み
、
こ
れ
を
楽
し
み
と
し
て
い
た
。

た
ま
た
ま
20
年
6
月
、
南
平
に
現
れ

士
地
の
寺
沢
家
に
食
客
と
し
て
世
話

に
な
っ
た
。

4
カ
月
後
の

10
月
に
、

平
山
村
の
徳
善
院
に
移
り
、
そ
こ
で

村
の
子
弟
を
教
え
導
き
、
そ
の
た
め

村
の
生
活
様
式
が
向
上
し
、
肥
田
は

村
の
尊
敬
を
一
身
に
集
め
る
こ
と
に

な
っ
た
。

23
年
12
月
、
病
気
の
た
め

死
去
。
64
歳
で
あ
っ
た
。

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
遠
山

雲
如
（
注
3
)
．の
よ
う
な
放
浪
の
知

識
人
と
も
い
う
べ
き
人
が
み
ら
れ
、

そ
れ
ら
の
人
を
各
地
で
師
と
し
て
厚

く
も
て
な
し
た
。
肥
田
は
平
山
で
は

わ
ず
か

3
年
余
の
滞
在
で
あ
っ
た

が
、
地
域
の
人
々
は
強
い
影
響
を
受

け
、
建
碑
し
て
後
世
に
功
績
を
伝
え

よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

注
ー
…
日
野
宿
名
主
佐
藤
彦
五
郎
。

明
治
11
年
初
代
南
多
摩
郡
長
に
就
任

注
2
…
落
ち
着
き
が
あ
っ
て
、
勇
ま

し
く
強
い
こ
と

注
3
…
幕
末
に
活
躍
し
た
漢
詩
人
。

各
地
を
放
浪
し
、
安
政
2
年

(
1
8

5
5
)
か
ら
4
年
ま
で
八
王
子
に
滞

在
し
た

（
日
野
市
古
文
書
等
歴
史
資
料
整
理

編

集

委

員

会

委

員

沼

謙

吉

）

グ

-～グ


